
　３月11日㈮開催予定の「ボウリング大会」ですが、新型コロナウイルス 
まん延防止等重点措置延長のため中止することに決定いたしました。
　楽しみにお待ちいただいた皆さまには大変申し訳ございません。何卒ご理
解を賜りますようお願い申し上げます。
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☆ 紙媒体のつちおと
　最終号です

◆ 野外彫刻のお問い合わせ ◆

　　　長野市文化スポーツ振興部　文化芸術課
　　　〒380－8512　長野市大字鶴賀緑町1613番地　TEL 026－224－7504

『ピクニック』

昭和60年　第13回長野市野外彫刻賞

渡辺　豊重／作
少年科学センター

令和４年２月撮影

　鉄板を組み合わせたシンプルな形の作品です。中心を白として、外側を緑に塗って、人間と自然とのかかわり合いを

表現しており、内側の赤色は濁りのない心を示しています。明るい心を持って限りない自然の空間とかかわって、平和

なる生活をエンジョイしようと呼びかけているような作品です。� 【長野市ホームページより抜粋】

　長野市少年科学センターは今月末をもって、36年の歴史
に幕を閉じます。閉館後は改修工事を経て『ながのこども
館（仮称）』に生まれ変わる予定です。（令和６年４月オー
プン予定）
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　今年度の応急危険度判定士養成講習会は、まん延防止等重点措置が適用されているため、更新の受講者においては

各自による動画視聴での対応となりました。また、２月７日に開催される予定でした つきいちアーキ・セミナー『地

震災害時における避難所等の応急危険度判定』も同理由で延期（開催日未定）となっております。これらの状況を鑑

み、つちおとでは防災の意識を高めるために、特集を企画しました。

　令和３年度末の時点で県内の判定士数は1,534名、そのうち建築士会会員は780名（全体の50％）になります。一

方、ながの支部管内でみますと、333名のうち支部会員が116名に留まる結果です。支部では有事の際の緊急連絡手段

として“オクレンジャー”を採用することで迅速な対応を目指していますが、支部管内の65％の判定士と初動連絡を

取れない現状にあります。将来の安心を担保するためにも、会員増強が重要になることは間違いありません。

避難所の応急危険度判定について

防災委員会・担当役員　勝山副支部長

委員会活動報告

　　◆応急危険度判定士の役割
　長野県では、大規模な地震が発生した場合、県からの

要請により被災地に赴き、被災した建築物が余震等に対

し引き続き安全に使用できるかを応急的に調査し、倒壊

や部材の落下等による二次災害発生の危険度の判定を行

う応急危険度判定士（以下 「判定士」という。）の認定

制度を平成７年度から実施しています。平成23年に発生

した長野県北部地震、平成26年に発生した長野県神城断

層地震では多くの被災建築物の応急危険度判定を実施し

ました。建築士会ながの支部の判定士も多くの方に協力

をしていただきました。

　大規模地震が発生した場合には、短期間で多くの被災

建築物の判定するする必要があり、判定士の方々のご協

力が必要不可欠です。また、東日本大震災の際には甚大

な被害を受け、多くの方が長期間にわたり避難所生活を

余儀なくされました。この事態を契機に建築士会連合会

が全国の建築士会に呼びかけ、各市町村との避難所の応

急危険度判定の協定を結ぶようになりました。

　建築士会ながの支部は長野市・須坂市・高山村・小

布施町・飯綱町・信濃町・小川村の7市町村と協定を結

び、大地震が発生した場合は、被災された方が一時的に

生活をする避難所の安全性を確認するための判定を行う

ことになっています。

　　◆想定される地震被害
　各市町村では防災計画を立てていますが、長野市の場

合では「長野盆地西縁断層帯で発生する地震」と「糸魚

川－静岡構造線断層帯で発生する地震」について地震被

害を想定しています。長野盆地西縁断層帯の地震では、

最大震度７、市街地のほとんどで震度６強

以上が想定されており、市域の多くの地域

で震度６弱以上の地震の発生が想定されて

います。また、糸魚川－静岡構造線断層帯

の地震では、西部山間地域一帯で最大震度

７、市域の多くの地域で震度５強以上の地

震の発生が想定されてます。建物被害（全

壊＋半壊）は、西縁断層帯地震で約６万

棟、避難者11万人、糸魚川－静岡構造線断

層帯地震で約３万棟弱、4万人と想定して

います。

◆各市町村との協定と

　　　応急危険度判定の流れ
　避難所の応急危険度判定は、まず各市町村から建築士

会ながの支部に判定要請を行い、支部から判定士に要請

し、避難所の応急危険度判定を行います。判定実施後各

市町村が避難所を開設することになります。その後、一

般建築物の応急危険度判定の実施を行います。一般建築

物の判定は各市町村が長野県に派遣要請を行い、県が建

築士会本会に、本会が支部に派遣要請をし、支部が各判

定士に連絡をとる体制になっています。

　各市町村との協定内容は、市町村によって多少の違い

はありますが、災害時に市町村から避難所（災害対策本

部や福祉避難所等）の応急危険度判定の要請があった場

合は協力をすること。判定を実施した後、判定結果・従

事した人員及び名簿等の報告すること。協力要請後３時

間以内（市町村によっては24時間以内）に指定された避

難所の応急危険度判定を行うこと。震度５強以上の地震

防災委員会

長野盆地西
縁断層帯

糸魚川－静
岡構造線断
層帯

つちおと防災特集 「避難所」
図記号

表紙に戻る
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が発生した場合は市町村からの要請を待つことなく判定

を実施（自動発令）すること。等々が掲げられています。

現在、各市町村と協定の運用について調整を行っていま

す。協定の自動発令については、判定士の二次被害防止

の観点から、行動を開始する判定士に対して、リアルタ

イムに被災情報や安全情報を発信できる体制が整った後

に、必ず各市町村からの要請を受けてから、判定行動に

入ること（自動発令は無し）や、３時間以内あるいは24

時間以内に実施することは原則として、日没後の地震発

生時には危険を伴うことから実施せず、翌朝から判定を

実施することなどの協定の内容と、実際に災害が起きた

ときの連絡体制や初動体制の運用についての基本事項を

取りまとめています。

　避難所の応急危険度判定は各市町村からながの支部が

要請を受け、支部内で応急危険度判定実施対策本部を立

ち上げ、判定士への連絡する流れを想定しています。連

絡網については、災害時には電話連絡が困難になること

が想定されることから、オクレンジャーを使い、各判定

士への連絡や情報発信をするようにしています。

　　◆避難所の応急危険度判定の流れ

　　　～ 避難所の応急危険度判定フロー ～

次頁参照
　震度５弱以上の地震が発生した際に、ながの支部内に

応急危険度判定実施対策本部の設置準備行動に入り、各

市町村との情報ラインを開通します。震度６弱以上で

は、本部を立ち上げます。各市町村からの連絡を受け

て、判定士にオクレンジャーにて情報発信を行います。

支部対策本部と判定士への連絡の流れは以下のようにな

ります。

①震度５弱以上で安否確認→無事かどうかの返信。

②判定要請がある可能性があるので待機指示。

③要請があった場合に出動できるかの確認→出動可能か

どうかの返信→本部で出動可能人数の把握→各市町村

に連絡。

④判定士への参集要請（参集場所の連絡、被災情報の提

供）→出動の返事をしてから参集場所への移動を開始

する。→各市町村に派遣判定士の報告。

⑤移動中に安全情報の提供→移動中の状況を報告。

⑥参集拠点に到着したら到着連絡。

⑦参集拠点にて判定コーディネーター（行政職員）と

ミーティングを行い、指示を受けて、判定建築物に移

動→避難所の応急危険度判定を実施。

⑧判定結果を各市町村参集拠点の判定コーディネーター

に報告。

⑨判定終了後当日の状況を支部対策本部に報告。

　という流れになり、その日の判定活動が終了します。

　　◆避難所の判定実施の基本事項
　避難所の応急危険度判定は、被災した避難所が、避難

所として開設できるか否かを判断する目的で行う調査・

判定です。一般建築物の応急危険度判定が、建物外部か

らの調査を主とした応急（暫定かつ緊急）判定であるこ

とに対して、避難所の応急危険度判定は、被災した建物

やその敷地が、被災者などが避難し、生活する場として

十分に安全か否か、建物内外部の細部にわたって調査を

行い、慎重に判定する必要があります。調査は、建物の

構造部、非構造部材（天井、間仕切壁、外部建具、建築

設備など）の安全性についても実施することになります。

具体的には、例えば鉄骨造の建物（体育館等鉄骨造の建

物が多い）の判定では一般建築物であると、筋交いの破

断等が20％以下であるとAランク（危険無し）と判断し

ますが避難所の場合は筋交いの破断は保有水平耐力が低

下していることから、避難所としては使用しない。筋交

いの破断無しが避難所としての使用対象とすることや、

天井（屋根）ブレースは被害ランク区分から除外されて

いますが、余震が起きた場合に追加破断による部材の落

下や屋根構面の変形の恐れがあることから、天井ブレー

スの破断無しが使用対象とすることなど、一般建築物の

判定に比べるとさらに安全かどうかを求められてていま

す。また、敷地の状況と周辺を確認して、ライフライン

の状況（電気・上下水道・情報通信が使用できるか、ま

たは復旧の見込みがあるか）の調査に対しても協力する

必要があります。

　調査は応急危険度判定士が行い、避難所開設の可否

は、調査結果に基づき、各市町村が判断することになり

ます。

　　◆連絡ツールとしての

　　　　　オクレンジャーの重要性
　長野県神城断層地震の際に、県からの要請を受けて、

ながの支部からも多くの判定士を派遣しました。その時

に地震発生の翌日が休日であったこともあり、判定士へ

の派遣要請連絡が半日以上かかりました。この時の経験

を活かして、一斉に情報を発信でき、なおかつ、一元的

に判定士の動きが把握可能なオクレンジャーを活用する

こととしました。オクレンジャーは情報を受け取る側

が、登録をしないと情報が届かないシステムになってい

ます。現在、ながの支部では116名の判定士がおります

が、情報を受け取ることができる判定士は57名で約半数

の判定士にしか情報が届かない状況です。また、スマー

トホンを交換すると、再設定をしなければなりませんが

その方が22名います。今すぐにオクレンジャーへの登録

や再設定をお願いします。

　各市町村の避難所数は380箇所を超えています。判定

にあたっては２名で１チームを組むことになっています

表紙に戻る
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ので、１日４棟（経験上４棟が限界）の判定が可能で

あったと想定すると避難所の判定を１日で終了するため

には判定士が200人必要です。今のままでは協定違反に

もなりかねない状況にあります。いうまでもなく、判定

士の人数を増やすことと、少なくとも今判定士である方

は、判定士の責務として、あるいは一社会人としてオク

レンジャーに登録し、情報を受け取ることができる状態

にしていただくことを強くお願いいたします。

応急危険度判定士

・震度5弱以上→出動準備態勢

オクレンジャーによる連絡

地 震 発 生

各市町村

長野市
須坂市
高山村
小布施町
飯綱町
信濃町
小川村

建築士会ながの支部
応急危険度判定実施対策本部

・震度5弱以上→設置準備行動→情報ラインの開通
・震度5強以下→状況に応じて設置
・震度6弱以上→自動設置

判定士の参集調整（オクレンジャー）
・安否確認 ・判定参加の可否

震度5弱以上で安否確認を発信

参集可能な地元判定士の把握

オクレンジャー情報ラインの開通
対策本部内の情報共有網の開通

（震度５弱以上の揺れを観測したとき）

安否確認・
判定参加の可否

情報ラインの開通
情報共有（随時）

判定士の出動確認

参集要請の回答

各市町村との連絡調整と状況把握

派遣要請 参集要請

参集拠点へ移動

各市町村参集拠点

現地の状況の情報収集と情報発信
判定地域の状況把握

安全情報の提供 安全情報の提供

避難所の
応急危険度判定

判定建築物へ移動し判定開始

参集拠点への到着連絡

参集拠点到着後の行動 ・判定コーディネータ（連絡判定士）の指示に従う。
①判定準備ミーティング

・班編成（二人一組） 連絡先の確認
・判定施設
・優先順位
・周辺の交通情報
・天候、余震情報
・判定終了時刻

避難所の
応急危険度判定
の調査を報告

・判定結果の収集
・翌日の判定計画の

見直し
・翌日の判定予定の

連絡

当日の判定の状況の確認
翌日の判定予定の把握と準備

判定終了後
当日の状況を報告

判定士

～ 2022 避難所応急危険判定フロー ～

表紙に戻る
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信州おぶせ岩松院
〒381-0211 長野県上高井郡小布施町雁田

tel026-247-5504 fax026-247-6560

行政庁だより 長野市建設部建築指導課

１ 長期優良住宅認定申請手数料等が変更さました

　長期優良住宅の普及の促進に関する法律および住宅の品質確保に関する法律の一

部を改正する法律が令和３年５月28日に公布され、令和４年２月20日に施行された

ことに伴い長野市では長期優良住宅の認定申請手数料等を変更いたしました。

２ 道路後退用地の買取価格を改定します

　建築基準法第42条第２項により指定された、長野市が所有し、管理する道路（幅員1.8ｍ以上4.0

ｍ未満の市道等）を対象に、令和４年４月１日から道路後退用地の買取り単価を改正します。

３ 中間検査を行う期間の延長についてお知らせします

　ご承知のとおり長野市では中間検査に係る特定工程及び特定工程後の工程を定めておりますが、今

年度末をもって施行期限を迎えるにあたり、引き続き期間を設けずに告示の施行を延長いたします。

【問い合わせ】

　　長野市建設部建築指導課　TEL 026－224－5048

認定申請手数料

道路後退用地
買取価格改定

中間検査を行
う期間の延長

認定基準等
改正の概要

◆題字「須古宇」 には先輩の魂を引き継ぐという意味があります。 

　旧小田切家住宅「上店」の利活用として毎年開催しております、お抹茶体験教室を今年度も下記のとおり開催いたします。

　予約不要ですので、お仕事の息抜きなど、須坂へお越しの際はぜひお立ち寄りください。

開 催 日：４月　22日・23日・24日

　　　　　５月　20日・21日・22日

６月　17日・18日・19日

７月　22日・23日・24日

９月　９日・10日・11日

10月　14日・15日・16日

時　　間：10時～16時

利用料金：300 円（お茶・お菓子代）

※新型コロナウイルス感染症の影響で中止となる場合がご

ざいます。中止の場合はながの支部ホームーページに掲

載いたしますのでご確認のうえお越しください。

表紙に戻る

「お抹茶体験教室」
　　　　開催のご案内
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特別賛助委員会だより
22_02_ 株式会社カネト様 _ 長野県の建築士会の会報誌チラシ _A4

インスタグラムも
更新中！

life_up_f  loor

株式会社カネト

本 社
軽 井 沢 店
上 田 店
長 野 店

〒384-1105  長野県南佐久郡小海町大字千代里2959番地2
〒389-0207  長野県北佐久郡御代田町大字馬瀬口1747番地1
〒386-0001  長野県上田市上田1353番地12
〒381-0024  長野県長野市南長池280番地8

TEL : 0267-92-2501
TEL : 0267-32-8001
TEL : 0268-21-0777
TEL : 026-222-5822

LIFE UP FLOOR

在庫を自社倉庫で管理し、皆様のご希望の床材を全国販売。

私達は床材を通してお客様の生活をより豊かにするご提案をいたします。

上質で高品質な
無垢材を中心に
豊富なラインナップ

Check!

LIFE UP FLOORLIFE UP FLOORLIFE UP FLOOR
表面に天然木材の厚挽き板を贅沢に

使用しているため無垢材本来の質感

があることが特徴です。また、無垢材

の 弱 点 で あ る 反 り・縮 み な ど の く る

いに対しそのデメリットを補う高い

安定性がある製品です。

複合ハードメープル150複合ハードメープル150

LIFE UP FLOORLIFE UP FLOORLIFE UP FLOOR
チェリー材は、独特なツヤがあり反り

狂いも少なく水にも強い材質です。時

が経つにつれて、濃くて深い色合いに

変化していきます。表面に3ｍｍの天然

板 を 使 用 し、天 然 木 材 の 厚 挽 き 材 を

使っているため無垢材本来の質感があ

ります。

複合ブラックチェリー150複合ブラックチェリー150

天然木材の厚挽き材を使っているた

め 無 垢 材 本 来 の 質 感 が あ り ま す。ま

た、無垢材の弱点である反り・縮みな

どのくるいを補う高い安定性がある

商品です。

複合オーク150複合オーク150

LIFE UP FLOORLIFE UP FLOORLIFE UP FLOOR

ChecChecChecChecChecCheckkkCheckCheckkkCheckCheckkkCheckChecCheckChecCheckCheckk!!!
ウォールナットは世界三大銘木のひ

とつです。表情が良く、暖かみもあり

何より美しい木目が特徴です。施工直

後は、紫を帯びた灰色ですが時がたつ

につれて、タンニンの影響でより深み

のある風合いに変化します。

複合ブラック
ウォールナット150
複合ブラック
ウォールナット150

LIFE UP FLOORLIFE UP FLOOR
ヒッコリーは北米に分布して

い る ク ル ミ 科 の 広 葉 樹 で す。

衝 撃 に 強 い 材 質 で す。芯 材 と

辺材の色の違いがはっきりし

て い て、褐 色 の 縞 模 様 が 特 徴

です。

複合ヒッコリー150複合ヒッコリー150

LIFE UP FLOORLIFE UP FLOOR
3 枚 の 木 材 を 木 の 繊 維 方 向 に 対 し 交

互に直交させ張り合わせた、三層構造

の床材です。無垢材に比べ狂いが少な

く、無垢フローリングの欠点を解消し

ています。床暖房にも推奨できます。

オーク三層
フローリング150(12mm)
オーク三層
フローリング150(12mm)

詳しくはWEBで

そ の 他 商 材 や

価格をチェック！

表紙に戻る
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8 つちおと  2022年３月

特別寄稿　街道シリーズ

ＹＵＭＥ追い人

街 道
　東海道五十三次の内

第
24 回

金谷宿～菊川の里まで歩く

日
本
橋

品
川
宿

川
崎
宿

島
田
宿

金
谷
宿

掛

川

宿

日

坂

宿

表紙に戻る
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10 つちおと  2022年３月

公益社団法人 長野県建築士会ながの支部
〒380-0813 長野市大字南長野南県町686-1　長野建設事務所建築課内
http：//kenchikushikai.info/	 ℡  026－225－9980
e-mail：jimukyoku@kenchikushikai.info	   026－225－9981

支 部 日 誌 事  務  局

開催日 行　  事  　名

２月10日㈭ 三役会（web会議）

２月16日㈬ 編集部会（テレワーク活用）

２月17日㈭ 幹事会（web会議）

２月20日㈰ ワカサギ釣り（中止）

開催日 行　  事  　名

１月５日㈬
正副支部長　長野市新年賀詞交換会
（長野市役所第一庁舎５階庁議室）

１月13日㈭ 三役会（web会議）

１月25日㈫ 新春交流広場および新年会（中止）

２月７日㈪
つきいちアーキ・セミナー「地震災害
時における避難所等の応急危険度判定」
説明会（延期）

会員増強に
ご協力ください

１月末現在　359名

入会者　12・１月　なし

退会者　12・１月　なし

会員の動き

訃 報

　須高ブロックの井浦　誉吉氏が１月２日に死去さ

れました。

　ご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し

上げますとともに、心からご冥福をお

祈り申し上げます。

事務局だより

◇長野県収入証紙販売中

　支部事務局では長野県収入証紙を販売しております。

確認申請、建設業許可申請等にご入用な方は、ぜひ支

部事務局でお買い求めください。

あなたの“伝えたい”をお手伝い

自分史、 旅行記、 絵画集、
写真集、 詩集 etc...

お気軽にご相談ください。

写
真
集
②

写
真
集
①

　私たちの生活は新型コロナウ

イルスによって変化を余儀なく

迫られ、建築士会の活動も生活の中から薄れつつあ

ります。コロナ禍の今、本当の脅威は未知のウイル

スではなく、人間関係が疎になることではないで

しょうか。他人に対し希薄になることで偏見や差別

が生ます。そして身近な人との交わりでさえ、どこ

か距離を置こうとする気持ちに覚えがないわけでは

ありません。

　効率化社会の波に抗えなかったことは大変残念な

ことではありますが、今年度の協議会で議決されたと

おり今月号を以ってお手元に届く「つちおと」は最後

となりました。次号からは支部ホームページでの隔月

掲載になります。紙面廃止の主な理由としては印刷経

費削減にありますが、これをマイナスに捉えるのでは

なく、会員の垣根を越えて活動を発信できる好機と

捉え、新たな人と人とのつながりを育めるような会報

でありたいと考えておりますので、これからも「つち

おと」をどうぞよろしくお願いいたします。

　最後になりましたが、長きに渡り発行にご尽力い

ただきました長野プリントサービス様にはこの場を

お借りして感謝申し上げます。

（編集長：堀）

表紙に戻る
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